
四季の体験フィールド
白樺リゾート観光協会

見
て
、撮
っ
て
、学
べ
る「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
」

那
須
と
り
っ
く

あ
ー
と
ぴ
あ
　

錯
覚
を
楽
し
く
体
験

人
気
の
お
台
場
に
開
設

東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
館

高
原
の
リ
ゾ
ー
ト
性
発
揮

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
コ
ー
ス
作
り
容
易

一
番
人
気
の
〝
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
お
や
つ
〟

自由に見学が可能なトリックアート工房

〝マジックテーブル〟

　
平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
見
る
角
度
に
よ
り
違
う
雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
す

る
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
。
そ
の
中
心
と
な
る
施
設
（
常
設
館
）
が
栃
木
県
那
須
と
東

京
都
お
台
場
に
あ
り
、
中
学
・
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
修
学
旅
行
で
注
目
の
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。
作
品
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
、
写
真
に
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
め
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
錯
覚
を
実
際
に
体
験
で
き
る
部
屋
や
錯
覚
ク
イ
ズ
の
作
品
も
あ
り
、

「
美
術
や
心
理
学
に
つ
い
て
生
徒
の
学
習
の
参
考
に
な
る
」
と
、
施
設
を
運
営
す
る
エ

ス
・
デ
ー
（
本
社
＝
栃
木
県
那
須
町
）
で
は
多
く
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

トリック坊やの変
化（見る角度で姿
が変化する）

　
東
京
・
お
台
場
に
あ
る

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
や
人
気
作
を
展
示
す
る

体
験
型
の
美
術
館
。
東
京
屈

指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
台

場
の
中
心
に
あ
り
、
平
日
で

も
多
く
の
一
般
客
や
修
学
旅

行
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

７
月
５
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
、
人
気
の
名
作
と
と

も
に
最
新
作
も
楽
し
め
る
展

示
に
な
っ
て
い
る
。

　
迷
路
の
よ
う
な
館
内
は
、

五
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
。
こ

の
う
ち「
江
戸
エ
リ
ア
」は
、

江
戸
の
宿
場
町
や
町
人
町
を

再
現
し
た
エ
リ
ア
。
ま
る
で

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
で

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
楽
し
め

る
。

　「
怖
く
な
い
お
化
け
屋
敷
」

エ
リ
ア
で
は
、
ど
こ
か
間
抜

け
で
憎
め
な
い
表
情
を
し
た

お
化
け
た
ち
が
来
場
者
を
待

ち
構
え
て
い
る
。
ユ
ニ
ー
ク

な
お
化
け
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ

ト
写
真
が
楽
し
め
る
。

　
こ
の
ほ
か
「
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
名
作
エ
リ
ア
」
で
は
、

過
去
に
発
表
さ
れ
た
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
人
気
作
の
数
々

を
展
示
。
３
年
連
続
で
人
気

投
票
１
位
に
選
ば
れ
た
「
ド

ラ
キ
ュ
ラ
の
お
や
つ
」
は
グ

ラ
ス
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
演
技
を
す
る
こ
と
で
、
鑑

賞
者
が
絵
画
の
中
に
入
っ
た

か
の
よ
う
な
写
真
が
撮
れ

る
。
「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
見
る
人
の
脳
を
刺
激

す
る
錯
覚
を
使
っ
た
ク
イ
ズ

作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

「
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」に
は
、

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
関
連
書
籍
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や

シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
が
入
っ

た
複
合
施
設
「
デ
ッ
ク
ス
東

京
ビ
ー
チ
」
（
ゆ
り
か
も
め

「
お
台
場
海
浜
公
園
」駅
前
）

４
階
に
あ
る
。

　
▽
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
は
、
東
京
都
港
区
台

場
１
の
６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ー
チ
４
階
。
☎
０
３

（
３
５
９
９
）
５
１
９
１
。

不
定
休
で
、
午
前

時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
９
０
０
円
、
中
学
生

以
下
６
０
０
円
。

　
栃
木
県
那
須
町
の
「
那
須

と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ
」は
、
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
？

（
は
て
な
）館
」

「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
館
」
で
構

成
さ
れ
た
日
本

で
最
大
の
ト
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
テ
ー
マ
パ
ー

ク
。
こ
の
う
ち
の
１
館
、
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
が
６
月


日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館

は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
改
装
し

た
建
物
の
中
に
、
約

種
類

の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
い
た

ず
ら
を
隠
し
て
い
る
。
複
雑

な
構
造
が
魅
力
の
美
術
館
だ

が
、
来
館
者
が
よ
り
快
適
に

ア
ー
ト
を
体
験
で
き
る
よ
う

に
、
通
路
の
拡
大
や
展
示
室

の
拡
張
を
行
っ
た
。
改
装
部

分
に
は
新
た
に
制
作
し
た
同

館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
配

置
。
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
「
ト
リ
ッ
ク
坊
や
」
の

姿
が
見
る
角
度
で
変
化
し
た

り
、
館
内
の
至
る
と
こ
ろ
で

〝
森
の
動
物
た
ち
〟
が
出
没

す
る
な
ど
い
た
ず
ら
心
の
あ

る
演
出
を
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
迷
宮
？（
は
て
な
）館
は
、

「
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
展
示
。
入
っ
た

人
の
身
長
が
変
化
し
て
見
え

る
部
屋
や
、
首
だ
け
に
な
っ

た
写
真
が
撮
れ
る
テ
ー
ブ
ル

な
ど
、
ト
リ
ッ
ク
を
体
験
で

き
る
作
品
が
豊
富
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
館
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術
と
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
美
術

館
。
バ
チ
カ
ン
の
有
名
な
世

界
遺
産
「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼

拝
堂
」
は
日
本
最
大
の
作
品

で
、
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
迫

力
を
感
じ
る
。

　
施
設
に
は
制
作
ス
タ
ッ
フ

た
ち
が
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

新
作
を
創
造
す
る
工
房
を
併

設
。
「
感
受
性
の
高
い
中
・

高
生
に
絵
画
に
ふ
れ
る
楽
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
制
作
の
現
場
を
直
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
無
料
で
開

放
し
て
い
る
。

　
▽
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
は
、
栃
木
県
那
須
郡
那

須
町
大
字
高
久
甲
上
ノ
台
５

７
６
０
。
☎
０
２
８
７
（
６

２
）
８
３
８
８
（
代
表
）
。

年
中
無
休
で
、
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業

（

～
３
月
は
午
後
５
時
ま

で
、
８
月
は
午
前
９
時
か

ら
）
。
入
場
料
各
館
大
人
１

３
０
０
円
、
小
中
学
生
８
０

０
円
（
２
館
、
３
館
共
通
チ

ケ
ッ
ト
、団
体
割
引
あ
り
）。

（１５） 第２７６５号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）９月６日（土曜日）

自然の懐に抱かれた白樺湖と白樺リゾート池の平ホテル＆リゾーツ

　長野県茅野市の白樺湖は、四季
それぞれに豊かな自然を体感で
き、一方で洗練されたリゾート感
覚の諸施設は安全と快適を兼ね備
え、教育旅行に最適な体験フィー
ルドを提供している。見学や体験
のスポットを紹介する。

ス
キ
ー
修
学
旅
行
で
に
ぎ
わ
う
ホ
ワ
イ
ト
期
の
ゲ
レ
ン
デ

林
業
や
畑
仕
事
な
ど
農
村
体
験
で
生
き
る
知
恵
を
学
ぶ
「
ほ
っ
と
ス
テ
イ
」

　御泉水自然園　長野県が明治年
記念事業第一号として開設した。蓼科
牧場からゴンドラリフトで約５分。蓼
科山の中腹、標高㍍、総面積
㌶の自然園は、約種類の高山植物
と、種類の野鳥たちの宝庫だ。

　
長
野
県
は
、
ス
キ
ー
修
学

旅
行
の
代
表
的
な
地
域
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

茅
野
市
の
白
樺
湖
一
帯
は
、

ス
キ
ー
だ
け
で
な
く
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
年

間
を
通
し
た
教
育
旅
行
先
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
標

高
１
５
０
０
～
１
８
０
０
㍍

の
大
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
、

山
や
高
原
の
木
々
が
緑
の
萌

え
た
つ
グ
リ
ー
ン
期
、
一
面

が
真
っ
白
な
雪
に
覆
わ
れ
る

ホ
ワ
イ
ト
期

四
季
折
々

に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
み

せ
、多
様
な
体
験
が
で
き
る
。

　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
グ
リ

ー
ン
期
に
は
真
夏
で
も
清
涼

な
空
間
や
環
境
を
生
か
し
た

自
然
観
察
や
自
然
体
験
学

習
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ホ
ワ

イ
ト
期
に
は
ス
キ
ー
や
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
が
行
え
る
。
ス
キ

ー
場
は
、
池
の
平
ス
ノ
ー
パ

ー
ク
を
は
じ
め
、
し
ら
か
ば

２
ｉ
ｎ
１
ス
キ
ー
場
、
白
樺

高
原
国
際
ス
キ
ー
場
、
車
山

高
原
ス
キ
ー
場
、
ブ
ラ
ン
シ

ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
な
ど
が
点
在
し
、
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
対
応
し
て

お
り
、
生
徒
た
ち
の
習
熟
度

に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
が
選
べ

る
。

　
見
学
と
体
験

　
白
樺
湖
畔
に
あ
る
世
界
の

影
絵
・
き
り
絵
・
ガ
ラ
ス
・

オ
ル
ゴ
ー
ル
美
術
館
は
、
藤

城
清
治
の
影
絵
、
辰
巳
雅
章

の
き
り
絵
、
世
界
各
地
か
ら

収
集
し
た
ガ
ラ
ス
工
芸
品
や

古
典
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
一
堂
に

展
示
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
、

影
絵
制
作
が
楽
し
め
る
影
絵

体
験
教
室
も
開
か
れ
て
い

る
。
近
く
に
は
、
蓼
科
テ
デ

ィ
ベ
ア
美
術
館
が
あ
る
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
万

華
鏡
制
作
体
験
（
影
絵
美
術

館
）
、
デ
コ
ス
イ
ー
ツ
・
ジ

ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
体
験

（
同
）
、
陶
芸
教
室
（
池
の

平
ホ
テ
ル
内
）
を
は
じ
め
、

湖
畔
か
ら
車
で
５
～

分
圏

内
に
手
打
ち
そ
ば
道
場
、
紙

す
き
体
験
教
室
、
黒
耀
石
体

験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
乗
馬
体

験
、
田
植
え
体
験
、
鷹
山
フ

ァ
ミ
リ
ー
牧
場
、長
門
牧
場
、

女
神
子
湖
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、

体
育
館
な
ど
が
あ
る
。

　
ま
た
、
日
帰
り
で
で
き
る

農
村
体
験
の
「
ほ
っ
と
ス
テ

イ
」
は
、
自
然
の
中
で
生
き

る
知
恵
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
。
日
帰
り
と
い
っ
て
も
、

事
前
学
習
と
し
て
農
村
や
農

業
、
地
域
の
こ
と
な
ど
を
調

べ
て
、
体
験
先
の
農
家
に
リ

ポ
ー
ト
や
手
紙
を
送
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
。
実
際
の
農

村
体
験
、
家
人
と
の
昼
食
や

交
流
、
そ
し
て
体
験
を
振
り

返
る
事
後
学
習
ま
で
、
体
験

学
習
に
欠
か
せ
な
い
要
素
が

す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、白
樺
リ

ゾ
ー
ト
観
光
協
会
☎
０
２
６

６（
６
８
）３
０
０
３
、白
樺

高
原
総
合
観
光
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
６
７（
５
５
）６
２
０

１
。

　
白
樺
湖
　
昭
和

年
、
か
ん
が
い

用
温
水
の
た
め
池
と
し
て
、
湿
原
地

帯
で
あ
っ
た
こ
の
地
を
造
成
し
て
つ

く
ら
れ
た
湖
。
当
時
、
白
樺
の
枯
木

が
湖
上
に
林
立
し
て
い
た
こ
と
か
ら

白
樺
湖
と
名
付
け
ら
れ
、
現
在
に
至

る
。
標
高
１
４
１
６
㍍
、
周
囲
約
４

㌔
㍍
の
白
樺
湖
は
、
標
高
１
９
２
５

㍍
の
車
山
、
２
５
３
０
㍍
の
蓼
科
山

を
ひ
か
え
た
広
大
な
自
然
公
園
で
あ

り
、
高
山
特
有
の
動
植
物
を
数
多
く

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

http://www.shirakaba-resort.jp/
http://hotel.ikenotaira-resort.co.jp/

